
日時 令和7年9月27日（土）14:00 - 17:00（13:30受付開始）

開催方法 ハイブリッド開催

場所 青山学院大学青山キャンパス17号館17311教室 
（アクセスマップ：https://www.aoyama.ac.jp/outline/campus/access.html）

主催 日本学術会議「紛争下の人道的危機に関する国際政治分科会」

共催 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究A「分断する国際政治における国際協調とガバナン
スの政治経済分析」（代表：鈴木基史、令和5～8年度）、同基盤研究A「国際社会における保
護・禁止等の範囲をめぐる学際的研究」（代表：石田淳、令和3～7年度）

開催趣旨　　第二次世界大戦の終結後、モノ、カネ、ヒト、情報の国境を越える移動を促しつつ、管理する
国境横断ガバナンス（transboundary governance）が構築され、進化してきた。この地球規模のガバナンス
体制は、植民地主義や重商主義に翻弄された戦前の体制に対する反省に則り、適正な国境移動を樹立すること
を通じて、国際の友好、平和、開発を目指すものである。しかし、戦後まもなく東西・南北対立が発生し、こ
れに伴う政治的駆け引きによって、ガバナンスの恩恵が均質に発生することは妨げられてきた。こうした不均
衡を是正する取り組みは主権という名の下で否定され、モノ、カネ、情報はある特定地域に集中する一方、ヒ
トは貧困地域から富裕地域に流れようとし、環境破壊、感染症、武器、犯罪は地域を問わず無秩序に拡散して
いる。さらに近年、制度の閉鎖化を図ろうとする国々が増加し、国際社会の分断を修復する道は遮られ、ガバ
ナンスの本来の意義の達成は遠のいている。以上の背景に鑑み、本シンポジウムは国境横断ガバナンスの功罪
を検証することによって、戦後80年の国際関係の軌跡と展望を幅広く議論する。

次第
14:00 開会 

　司会：大槻歩未　青山学院大学大学院国際政治経済学研究科博士後期課程
14:00 - 14:10 開会の辞 

　石田淳　東京大学大学院総合文化研究科教授（連携会員）
第一部 講演 

「経済のグローバル化とその問題点̶̶国際経済のガバナンスの今後」 
　古城佳子　東京大学名誉教授（連携会員） 
「分断する国際社会と難民ガバナンス」 
　中山裕美　青山学院大学国際政治経済学部准教授　 
「国境横断ガバナンス̶̶人間の安全保障の観点からの再検討」 
　栗栖薫子　神戸大学大学院法学研究科教授（連携会員） 
「国際刑事システムの形成と変容」 
　下谷内奈緒　津田塾大学学芸学部国際関係学科准教授 
「気候変動ガバナンスの変遷と今後」 
　亀山康子　東京大学大学院新領域創成科学研究科サステイナブル社会デザインセンター 
　センター長／教授（連携会員）

第二部 ラウンドテーブルと質疑応答 
　全登壇者

16:50 - 17:00 閉会の辞 
　鈴木基史　京都大学名誉教授（会員）

問い合わせ先 中山裕美：yumi-nakayama(a)aoyamagakuin.jp　※(a)を@に変えてお送り下さい。 

申込みフォーム https://forms.gle/h6DTRH1Lc3AEmYwf9 
ウェビナー参加者は9月26日正午迄に要事前申込（同日20時迄に 
ウェビナー情報を送付予定）。対面参加者は事前申込不要。

公開シンポジウム 
「戦後80年の国境横断ガバナンスの形成と変容̶開放と閉鎖の相克̶」

https://www.aoyama.ac.jp/outline/campus/access.html
https://forms.gle/h6DTRH1Lc3AEmYwf9

